
【言語活動の充実に重点を置いた指導事例】 

科 目 マーケティング 

単 元 第９章 顧客満足の実現 

指導項目 
１ 顧客満足 

２ 顧客満足実現のマーケティング 

指導目標 

１ 実例をもとに、市場における企業のマーケティング活動を知る。 

２ グループディスカッションを行うことで、対人能力（協調性・リーダーシップ・傾

聴性）と個人能力（知識・技能）を向上させる。 

指導方法 

１ ５～８人の班を作り、グループディスカッションでケーススタディを行う。 

２ ケーススタディの内容は、市販の本（「マーケティング革新の時代３ ブランド構築」

有斐閣）を使用する。 

３ 班で気づいた点を発表させ、クラスでまとめさせる。 

 

指 導 内 容 主な言語活動 

事
前
準
備

１ ５～８人の班を編成する。 

２ ケーススタディの内容であるＭ社（ファーストフード店）につ

いてイメージをまとめる。 

・自分の意見をまとめる。

 

 

導 

入 

 Ｍ社のブランドイメージやターゲット層、競合企業についてグル

ープディスカッションする。 

 

 

・グループ内で自分の意見

を述べる。 

・グループ内の意見をまと

める。 

展 
 

開 

１ Ｍ社の企業理念「先義後利」の文章を読む。 

 

２ 「顧客との関係」をどのように再構築し、ブランドビルディン

グをしてきたかについてディスカッションする。 

 

 

３ 顧客満足実現のマーケティングに必要な要素を考えさせる。 

・文章を読む。 

 

・グループディスカッショ

ンを行い、自分の意見を発

表し、グループ内の意見を

まとめる。 

・発表をする。 

ま
と
め 

本時の自己評価を行う。 ・感想を書く。 

評 

価 

関心・意欲・態度 
グループディスカッションに積極的に参加し、グループ内

の役割を果たしたか。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

思考・判断 ケーススタディに対して論理的に考察できたか。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

技能・表現 グループ内で主体的に意見を発表できたか。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

知識・理解 顧客満足実現のマーケティング活動を理解できたか。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 



参考資料等 

【板書例】 

＜Ｍ社のイメージ＞ 

 品質・・・おいしい、本物志向  

 価格・・・高い 

  ターゲット層・・・健康志向の人、品質重視の人、家族連れ、年配、収入が高い人 など 

  

＜Ｍ社のマーケティング活動＞ 

  ① 顧客第一主義 さりげないサービス ＝ お客さまの心をもってサービスする。 

           義理優先で利益は後から。 ホスピタリティ（おもてなしの心） 

  ② 品質     おいしい ＋ 体に良い → 自然治癒力が増すような商品（有機野菜） 

  ③ 競合企業   同種のファーストフード店？ 

           他社との競争が目標ではない。→ 世の中に役に立つ企業になる。 

  ※ メガブランドになる可能性がある。 

     良いブランドイメージ（ブランド・エクイティ、忠誠心）が親から子、子から孫へと伝わ

っているから。 

 

＜ブランド構築（ブランドビルディング）に必要な要素＞ 

 ① 夢（信念）・・・ 『すべての仕事がお客さまに感謝されるような仕事をやりたい』 

            企業理念 顧客第一主義 

 ② 普遍性 ・・・ 一貫性の法則  

            どんな状況でも夢（信念）を曲げない。 

  ③ 革新性 ・・・ 夢は普遍、行動は革新的 

            ＣＳにマニュアルはない。お客さまの立場に立って変化させていく。 

【その他】 

＜実教出版「マーケティング」の内容に一致する箇所＞ 

  ・販売員に必要な資質 P146    

・品質        P46・P177   

・AIDAS の理論   P145 

 

＜参考文献＞ 

 マーケティング革新の時代３ ブランド構築 （有斐閣）  



 


